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1. はじめに

2.目的

―3.1 国道 16号線～日本経済を示す標本空間

―3.2 埼玉県川越市

　

主な経由地

表）国道 16号線の概要

横須賀市、横浜市、相模原市、
八王子市、福生市、入間市、川
越市、さいたま市、春日部市、
柏市、千葉市、富津市

―3.5 新河岸川の川辺空間と記憶

　この舟運は寛永 15年 (1638 年 ) 川越の仙波東照宮再建のため、江戸から当地に

建築資材を運搬したことに始まりである。新河岸川舟運が一段と発展したのは、川

越城が松平信鋼の正保 4年（1647 年）、同藩の年貢米を江戸に運送したことが契機

となった。やがて新田開発も進み、農産物の生産が向上すると、川越及びその近辺

からも麦・甘露、醤油、炭、屋根板などの特産物が運ばれるようになる。

昭和 5年（1930 年）に 300 年続いた新河岸川舟運に終止符を打った。

　

　国道16号線は都心から約30-

40km圏の東京近郊を環状に結

ぶ数少ない道路。国道16号沿

線は日本の消費経済をリードし

てきた団塊の世代とその子供た

ち、いわゆる団塊ファミリーが

　豊富な自然環境を生かし、農業や産業などの生産を行っている地域住民。消

費を行い流動的に行き交うアノニマスな消費者。ロードサイドで今まで交わる

ことのなかった両者を交錯させ、その土地の自然や風土に気付き、享受するこ

とのできる建築を提案する。

　かつての日本には小さいながらも個性を持った、地域固有の歴史と風土に根

差した都市や農村があった。1960年代後半、高度経済成長期と共に始まるモ

ータリゼーションの到来は幹線道路の整備に拍車をかけ、駐車場を集客装置と

するロードサイドショップが乱立し始めた。街並みも生活もその土地の自然や

風土とは無関係になり、土地が消費の対象となった全国均一都市・ロードサイ

ドショップは、様々な弊害を招き、街から本来あるべき固有性を剥奪した。ロ

ードサイドショップが乱立した幹線道路沿いの土地にあるべき建築とは何だろ

うか。

総距離：253.2km
制定年：1887年
起点・終点：神奈川県横浜市高
島町交差点

経由地

集中して居住するようになった。また、一部で人口減少を意味し、将来は消費

の衰退を嫌って投資が減退、地域経済は沈滞するという予測が立てられる。標

本空間と呼ばれ、消費社会化した幹線道路の現況を明確に指し示す、国道16号

線沿いの都市を選定する。

―3.3 対象敷地

□埼玉県川越市仙波町　第一種住居地域　建蔽率：60％　容積率：200％

道路沿いに完備された駐車場

　国道16号線を通る都市の中から対象敷地を選定するに際して、以下の条件を

あげる。1.居住人口が多く、高齢者率が高い。2. 古くから町の歴史と文化があ

る。3.幹線道路沿いの消費社会化が激しい。4. 森林、河川、沼、地形の起伏な

どの自然環境が豊富にある。以上の条件から「埼玉県川越市」を対象敷地の都

市として選定する。

□川越の基本情報
高齢者数：76,949人　高齢化率：22.22%　2000年人口：323,642人  

団塊ジュニア人口：29593人 　団塊ジュニア比率：9,14% 

沿線道路における商業施設のチェーン店の比率：59.1%

□川越

　江戸への舟運が通り、大江戸と小

江戸を結ぶ経済動脈として機能して

いた新河岸川と現在、交通・輸送・

消費などの側面から生活インフラと

して機能している 16 号線に挟まれた

この土地を対象敷地とする。対象敷

地内には新河岸川に向かって、伊佐
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―4.1 川辺と用水路を中心とした残余空間の利用

―4.2国道16号線・用水路・新河岸川の関係

4.提案

―3.4対象敷地の写真

　既存のロードサイドショップのポテンシャル（集客力）を生かすため、16 号

線沿線の開発やロードサイドショップの建設などによって、2 次的に発生したこ

れらの残余空間を対象敷地とする。開発や建設で置き去りにされた都市の余白を

敷地とし、地域内の境界として存在する新河岸川と用水路に建築という付加価値

を与え、取り残された残余空間を地域の活動の拠点として再生する。

駐車場 隙間 川辺 空き地耕作地・畑

〈昔〉

舟運として利用されていた

当時は舟屋などがあり川と

人が関係を保ち、生活の中

心として存在していた。

〈現在〉

現在、都市の中で取り残され

た空間。住宅地と住宅地、人

と人を分断する境界として存

在している。

①国道１６号線
現在消費が行われている国道
16号線に生産を行う場所を設
ける。消費空間とこの土地で
何が作れらているのかを見せ
る場所となる。
　

②駐車場：加工場・作業場
　車を止めた消費者はこの
土地で生産される加工品や
作物が生産される光景を目
の当たりにする。
　

④新河岸川：食事処・公共空間
　うつろいある空間の中に食を
中心とした消費空間を設ける。
この土地で生産された作物・加
工品を食することで消費者と地
域住民は、この土地の固有性を
享受することができる。

③用水路と残余空間：加工場・作業
場
　加工品や作物を生産するために、
用水路の水を使用する。用水路を中
心として人々の生活や活動は、使わ
れていない残余空間建築が広がり用
水路の終点である新河岸川へと、人
を引き込むきっかけとなる。

　アノニマスで流動的に行き交う消費者を国道 16 号線から新河岸川へと引き込

み、過去に生産・生活の拠点であった新河岸川に食の空間を設ける。さらに、

川へと引き込むきっかけとして用水路を利用する。水路に接した残余空間には

生産の場所を与え、ロードサイドの残余空間から生産の過程が垣間見える。ロー

ドサイドを利用する人々は、用水路の生産の場所から川へと引き込まれ、この

土地で生まれた生産物を食すことで、この場所で失われた場所性を享受する。

□新河岸川 □用水路 □空き地・畑 □ロードサイドショップ □駐車場 □国道16号線

④ ③ ② ①

沼を水源とした２本の用水路が通っている。新河岸川は町と町、用水路は建物と建

物のお互いを隔てる境界として存在する。



―7.1用水路を中心とした空間設計

　

―8. 配置図

　

7.畑・駐車場・空き地の空間

　

―6.1川床の空間

　

―6.２構成

　

6.設計手法と構成 6.３パース

□ダイアグラム

　川の建築操作と同様に、片流れの屋根を持った空間を連続するように配置し、

まちの街路の延長上に建物の導線を設ける。用水路の線に対して人の動きと活

動が交わり、これまで住宅と住宅との境界として存在していた用水路は川へ人

を引き込む媒体となり、きっかけとなる。用水路に接した残余空間には加工場・

作業場が設けられる。

□ 川床から移ろいある景色を堪能しながら、川床で食を楽しむ。

今まで住宅地と住宅地の境界として存在していた川に
建築という価値が加わることで、境界から生活の中心となる。
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　川床、納涼床（のうりょうゆか、のうりょうどこ）、あるいは（鴨川では「ゆか」、

貴船、高雄では「かわどこ」と読むのが一般的）は京都の夏の風物詩の一つ

である。料理店や茶屋が川の上や、屋外で川のよく見える位置に座敷を作り、

料理を提供する。本提案では川床空間を持った建築を新河岸川に付加させ、

新河岸川を場所性や土地の固有性を享受できる場として再生する。

川まで続く用水路の一本道。道の途中にはこの土地の食物を収穫する作業場や

加工場があり、生産物がこの用水路から引かれる水によってできていることを

実感する。

■参考文献
「郊外の社会学」- 現代を生きる形‐ 　著：若林幹夫 

「ファスト風土化する日本 - 郊外化とその病理」著：三浦展

「東京圏が変わる 消費が変わる - 国道 16号が語る日本の近未来」　著：西村晃

「東京から考える」　著：東浩紀　北田暁大

1.片流れの屋根を持
った空間を連続する
ように配置する。

２.まちの街路の延長
上に建物の導線を設
ける。

3.境界として存在し
ていた川に、人の動
きが交わる。

4.消費者と地域住民
が交わり、川ににぎ
わいが加わる。

片流れの屋根が連続し、土手の外部を挟むように

つながっていく。片流れの屋根が重なる空間はま

ちの導線（道路）の延長に位置し、人々の動きが

重なる空間となる。

屋根を支え、1Fの川床を支える構造体。

川の奥行きに沿い、連続するように組まれている。

1. 屋根

2. 構造フレーム

2Fは地域の人々に開放された公共空間となり

1Fの川床空間や吹き抜けなどの開放的な空間

が感じられる。

3.2F 壁

吹き抜けの空間や上下の動きが感じられる。

境界となる川辺の空間に左右の動きを加えられる床。

4. 床

1F には食の空間があり、作業場で生産され

た加工品と作物がふるまわれる。

5.1F 壁

地域の道の延長上に位置した建物の導線。

6. 導線

食を楽しみ、正面に生えた桜の木や移ろいある

空間を享受する場。この川辺の魅力を最大限に

享受し、場所性を感じる空間となる。

6. 川床

川床の脇を進む舟運が停泊し、人々が乗り込む

船場。建築の左右に位置する。

7. 舟場

土手に食い込むこの建築を支える基礎。

8. 基礎


